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概要
埋設配線・配管探索機５５１（以下５５１）は、直感的に操作できるオールインワン
型の探知装置で、様々な状況で線路の位置を特定するためのツールです。

この製品は、送信機と受信機という 2  つの主要機器で構成されており、それぞれ以下
のような埋設金属線に信号を送信および受信します。

• -電気ケーブル
• 通信ケーブル
• 制御線
• トレーサー線
• 金属パイプ
• 金属フィッシュテープ

この取扱説明書の目的
このマニュアルは、５５１の安全かつ効果的な操作およびメンテナンス手順を

理解していただくことを目的としています。製品の変更に合わせて、この取扱説明書
を最新の状態に保つよう努めています。

安全性
弊社の工具および機器の使用とメンテナンスにおいては、安全が不可欠です。

この取扱説明書は、機器に表示されているマークや警告とともに、使用中の危険や危
険な行為を回避するための情報を提供します。記載されているすべての安全情報を遵
守してください。
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重要な安全情報 
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各部名称 
セット内容

1. 551 送信機
2. 551 受信機
3. アース棒

4. 551 専用ケース
5. 非接触送信用クランプ

1. 

2. 

3. 5. 

4.
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送信機

6. ディスプレイLCD
7. 誘導モードの向き
8. 電池カバー
9. 電池カバーのつまみネジ

10. 出力レベルアップ* / デュアル
周波数モードの選択
11. 電源オン/オフ
12. 出力レベルダウン* / 誘導モード
の選択

*欧州モデル551EU-T  には適用されません

6. 

7. 

8. 

9. 12. 

11. 

10.
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受信機

 

13. 電池カバー
14. イヤホン端子
15. アンテナポール
16. アンテナチップ

17. LCD画面
18. ピーク/ナル切り替え
19. 周波数選択

20.電源オン/オフ
21. 電池残量
22.感度調整ホイール

13. 

14. 

15. 

16. 

17. 

18. 

19. 

20. 

22. 

21.
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画面表示 
送信機

23.信号電流計
24.誘導モード

25.周波数（kHz）
26.数値表示
27.電池残量低下

受信機 

28. 信号受信メーター
29. 誘導周波数
30. 45度角度
31. ピーク/ナル

32.周波数 (kHz)
33.パッシブAC
34.数値表示
35.低電池残量

23. 

24. 

25. 

26. 

27. 

28. 

29. 

30. 

31. 

32. 

33. 

34. 

35.
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使用方法 
送信機 
開始する前に、送信機が正しく設定されていることを確認する必要があります。 

重要：送信機が最適な信号を出力していることを確認するために、低電池残量インジ
ケーターが点灯していないことを確認してください。信号が弱い場合、機器の探知能
力が低下する可能性があります。

信号の適用方法
５５１送信機には次の 3 つの信号送信方法があります。

- 直接接続送信（1.75 kHz + 33 kHz同時）
- -非接触クランプ送信（33 kHzのみ）
- 電磁誘導法（133 kHz）
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直接接続送信（1.75 kHz + 33 kHz同時）

一般的な位置特定では、可能な限り直接接続を使用して、強力で分離された信号を回線
に印加するのが最適です。５５１送信機を使用すると、2 つの周波数を同時に印加でき

るため、直接接続はさらに効果的です。

送信機の電源を切った状態で、取り外し可能なワニ口クリップをリード線の端に接続

します。リード線の片方を位置特定するラインの金属導体にクリップし、もう片方の

リード線をケースに付属のアースステークを使用して良好なアースにクリップします
（図1 B )

図1. 送信機の直接接続（金属に接続）
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地上杭の理想的な配置は、埋設された電線の経路から 0.5～ 1 メートル離れた、電線が
地面に入る場所です。. 

シールドなしの多芯ケーブルの場合は、すべての導体に直接接続してください（図
2 ）。これにより、信号が最も強くなり、接続されたままの機器（例えば、デコーダー
に接続された「2 線式」灌漑制御ケーブルなど）に送信機の電圧がかからないようにし
ます（詳細については、「送信機向け2 線式アプリケーションノート」を参照してくだ

さい）。

図2. シールドなしケーブルへの接続

シールド ケーブルの場合は、最も強い信号を得るために、内部導体ではなくシール
ド自体に直接接続します ( 図3)

図3. シールドケーブルへの接続

埋設線との接続点が屋内にある場合は、送信機と、建物からの線路出口付近に設置し
た接地杭との間にジャンパー線を接続するのが最適です。あるいは、送信機を接地杭
の隣に設置し、ジャンパー線を屋内の線路接続点まで延長することもできます。 
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接続が完了したら、電源ボタンを短く押して送信機を起動します。送信機のディスプレ
イ上部にある信号電流メーターを確認し、中間値（30%～70%）になるまで出力レベル
* （上ボタン）を上げます。レベルを上げていくとメーターが中間値を飛ばしてしまう
場合は、低い出力レベルを使用してください。

*EUモデルには適用されません。メーターの信号電流が最大値に達した場合、送信機は
自動的に出力を下げ、バッテリーの無駄な消耗を防ぎます。これは、非常に遠距離か
ら、また非常に深い地中からでも信号を検出するのに十分な信号電流がラインに流れて
いる場合にのみ行われます。

直接接続のための接地
中程度の読み取り値が得られない場合は、埋設ラインや接地杭の接地接続が不十分であ
る可能性があります。
アース棒が、湿っていて凍結していない土壌に深く植えられていることを確認します。
乾燥した状態を改善するために、アース棒を濡らします（理想的には塩水で）。

アース棒がしっかりと接地されているにもかかわらず、測定値が低いままの場合は、ラ
インの接地が不十分です。直接接続（特に1.75kHz）で最良の結果を得るには、可能で
あれば予備のアース棒を使用して、探索するケーブルの遠端を接地してください（図
4 ）。
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図4 ケーブルの遠端を接地します。

よくあるケースのように、ラインの遠端を接地できない場合でも、信号は依然として
アースに容量結合されたラインを伝わる可能性があります。線路が遠くに埋設され、
周囲の土壌の湿気が多いほど、線路を流れる信号電流は多くなります。高い周波数は
低い周波数よりも容量結合しやすいため、高い周波数の方が短い回線ではパフォーマ
ンスが向上しますが、近くの他の回線にも漏れやすく、漏れやすくなる傾向がありま
す。詳細については、「信号周波数」セクションを参照してください。

デュアル同時周波数
通常、５５１送信機は1.75kHzと33kHzの両方の信号をリード線を通して送信しま
す。デュアル周波数モードで直接接続する場合、受信機側で1.75kHzと33kHzを切り
替えることで、状況に応じてより優れたパフォーマンスを発揮する周波数を選択でき
ます。ただし、ケーブルの長さ、送信機からの距離、電気的干渉、近隣回線への信号
の「漏れ」、土壌の状態、回線の健全性などにより、ある周波数が他の周波数よりも
優れたパフォーマンスを発揮する場合があります。

損傷前後で、ある周波数は線路上で他の周波数と異なる変化を示し、また線路の端部
に近い部分では、ある周波数が他の周波数よりも減衰が大きくなったり小さくなった
りします。線路を移動しながら1.75kHzと33kHzを並べて比較することで、異常をよ

り簡単に検出し、その特徴を特定することができます。
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そのため、デュアルモード時に受信機の周波数選択を試してみることを強くお勧めし
ます。

送信機の設定を物理的に変更することなく、探索中に周波数を選択できる機能
（特にピーク モードとナル モードの両方を利用できる場合）により、下に埋もれて

いるケーブルをより効果的に探索することができます。

単一周波数モード

図5. 単一周波数モードの選択

2 ２つの直接法周波数のうち 1 つだけを送信したい場合は、送信機の上下ボタンの両方
を 1 回押して 1.75 kHz のみを送信し、もう 1 回押して 33 kHz のみを送信し、さらに
もう一度押してデュアル モードに戻ります。 (図 5) 
1 つの周波数のみを使用する予定の場合、または５５１送信機が 2 台あり、個別の周
波数を 2 つの別々の回線に送信して個別に識別/ 追跡したい場合は、送信機の

バッテリー効率を向上させるために「単一周波数」を選択することをお勧めします。
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非接触送信クランプ送信 – (33 kHz ) 

図. 6B 非接触送信クランプ

直接接続ができない場合、または直接接続を可能にするためにケーブルを切断したり

電源を切ったりできない場合は、誘導結合クランプを使用して信号を適用するのがも
う 1 つの効果的な方法です ( 図 ) ６B 。

ワニ口クリップを外し、リード線を直接誘導クランプに差し込みます。最適な結果を
得るには、送信機の出力レベルを1または2*に設定してください（レベル3以上に設定

すると、パフォーマンスが低下し、バッテリー効率が低下します）。信号電流メー
ターは出力レベル2で中程度の電流値を示すため、直接接続の場合と同様に、クランプ

使用時のメーターは便利な目安となります。
*EUモデルには適用されません。.

誘導クランプは33kHzの信号のみを誘導します。デュアルモードまたは1.75kHzシング
ル周波数モードのいずれの場合でも、1.75kHzの信号は誘導しません。クランプを使用
する場合は、信号を検知するために受信機を33kHzに設定する必要があります。

クランプ法適用時は、バッテリー効率を向上させるために33kHz単一周波数モードで使
用するのが最適です ( 探索能力には影響しません) 。
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誘導法– (133 kHz) 
埋設された線路に直接接続したり誘導クランプで信号送信ができない場合は、送信機
の誘導モードを使用して、送信機に内蔵された誘導アンテナから133kHzの信号を下の
線路に送信することができます。

送信機の左側に表示されている方向に従って、送信機をケーブルより上の地面に設置
します。 ( 図 7  )

図7. 送信機の誘導方向 

送信機をオンにして、誘導アンテナのアイコンが画面に表示されるまで下ボタンを
押します。

送信機は現在 133 kHz で信号を発しており、これは下の回線に誘導されます。そ
のため、誘導モード信号を追跡するときは、必ず受信機を 133 kHz に設定してく
ださい。
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誘導結合のための接地

探索するケーブルはクランプ法または誘導法どちらの場合でも片側が接地されている
必要があります。接地は、直接（シールドを接地に接続する、接地線を接地に接続す
るなど）または容量的に（ある程度の距離を地中に埋める）行う必要があります。

図8. 誘導信号の強化

クランプを使用する場合でも誘導モードを使用する場合でも、例えば、シールドが接
地されている同軸ケーブルは、ケーブルのシールド上を接地点から遠ざかる方向に信
号を伝送します（図8）。同様に、電気ボックスから配管された電気ケーブルは、
アース線が接地されている場所から遠ざかる方向に誘導信号を伝送します。.

一方、地面から突き出ているパイプやケーブルの露出端に誘導クランプを使用して
も、ジャンパー ケーブルを使用して露出端を接地された杭に接続しない限り、埋設部

分に信号は適用されません。
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受信機

自然波モード
551受信機は、自然波モード（受信機を電源投入した際のデフォルトの「周波
数」）で通電中の交流電流を検出します。自然波モードでは、送電線を探索する際に

送信機からの信号は必要ありません。送電線を流れる50Hzまたは60Hzの交流電流*を
検出します（図9）。

*交流電流の周波数は、世界の一部地域（北米）では60Hzですが、他の地域（ヨー
ロッパ、アジア、アフリカ、オーストラリア）では50Hzです。

図9. 交流電流

注意：電源ケーブルが完全にバランスされている場合、正味の磁場は検出されませ
ん。ケーブルに触れても安全か、掘削の危険がないかを証明するために、自然波法を
使用することはできません。
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デジタルモード
通常の設定では、受動検出は「デジタルモード」で開始されます。50 Hzまたは60 Hz
の電力ハム高調波が検出されると、この潜在的に危険な信号をより顕著にするため
に、比例した合成バズが生成されます。

アナログモード
パッシブモードで受信機の「f」ボタンを長押しし、ディスプレイに「An」が表示され
るまで押し続けます。すると、検出されたAC信号が、大きく明瞭なデジタル音声から
アナログ音声に切り替わります。これは、受信機が50Hzまたは60Hzの電流を検出して
いるかどうかを確認する場合や、ACの「ブザー音」がはるかに大きい環境（ただし、
ヘッドセットを使用しない限り、配線を探索するには聞き取りにくい場合が多い）で
役立ちます。

デジタルトーンに戻るには、ディスプレイに「di」が表示されるまで「f 」ボタンをも
う一度押し続けます。

アクティブ周波数
ケーブル位置特定における一般的な目安は、最も低い周波数から探索を開始し、低い
周波数でうまく機能しない場合は必要に応じて信号周波数を上げることです。低い周
波数の利点は、長距離通信に最適であり、近くの他のケーブルへの信号の「漏れ」や
スピルオーバーが少ないことです。しかし、状況によってはうまく機能しないため、
より高い周波数を使用する必要があります。

1.75 kHz 
2つの直接接続周波数のうち低い方の1.75kHzは、一般的な電磁誘導による線路探知に
適した低周波信号です。非常に長い配線の場合、1.75kHzは通常最も性能が高く、高周
波ほど他の線路への干渉も少なくなります。電力周波数（50/60Hz）に近いため、高
周波よりも電線や機器からの干渉を受けやすくなります。
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33 kHz 
2つのダイレクト接続周波数のうち高い方である33kHzは、位置特定用の中域周波数信
号です。短い距離や、直接埋設されていない配線（配管内の金属製フィッシュテープ
など）では、1.75kHzよりも優れた性能を発揮します。電源ハムによる電気的干渉に
はより耐性がありますが、信号漏れ（クロストーク）の影響は若干大きくなります。

133 kHz 
この周波数は、551送信機の誘導モードでのみ使用されます。受信機で利用可能な周
波数の中で最も高い133kHzは、コンパクトな内蔵アンテナで最も簡単に信号を送信で
きます。. 

ピークモードとナルモード
ピーク モードとナル モードは、自然波とアクティブのすべての受信機周波数で使用で
きます。

ピークモード
受信機がピーク モードの場合、信号を伝送するケーブルの近くまたはケーブルを超え

るとトーンが出力され、ケーブルから離れるにつれて信号は徐々に減少します。

図10. ピークモード
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これは直感的でわかりやすいため、ケーブルの経路をすばやく追跡するのに役立ち
ます。

受信機の先端の向きによって受信信号強度が左右される点にご注意ください。ハンド
ルがケーブルに対して平行の時に受信信号は最大になり、垂直の時には受信信号はゼ
ロになります。この向きによる受信キャンセルは、同じ場所に立っている時にケーブ
ルの方向を確認する際にも活用できます。

ナルモード
受信機がナル モードの場合、ほとんどの信号はケーブルの両側で受信されますが、

ケーブルに直接向けると信号は完全にキャンセルされるまで急激に減少します。

図11. ナルモード 

これは、深度の特定、検査、三角測量などに最も役立ちます。ナルモードは、信号
の「ホット スポット」を作成する障害、スプライス、ソレノイド バルブに対して

より敏感です。
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深度測定（三角測量） 

図12.　深度三角測量 

ケーブルの深さを測るには、ナルモードを使用します。受信機の先端を垂直下に向け

て持ち、パスの真上にある地面に印を付けます。受信機を埋設線に対して横向きに
し、45度傾けます。45度に近づくと、画面に「45度」インジケーターが点灯し、真の
45度に近づくと明るくなります。受信機を事前にマークした地点からまっすぐ離し、
ナルが再び検出されるまで45度の角度を維持します。受信機の先端が向いている地面
に印を付けます。この2点間の距離が、埋設線の深さのおおよその値となります。

信頼性を高めるには、線の反対側でも繰り返します。線の両側にある 45 度のナルの 
 2 つの距離の平均をとると、深度のより正確な近似値が得られます。
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IntelliTrack（インテリトラック）
IntelliTrack（インテリトラック）ノイズ除去技術は、ノイズの多い環境でも信号の明
瞭度を高めます。このモードは、AC干渉波付近の探索ラインを大幅に改善し、特に
1.75kHzの探索に効果的です。IntelliTrackは、551レシーバーの1.75kHz、33kHz、ま
たは133kHzの周波数モードで利用できます。

IntelliTrackを有効にするには、受信機のLCD画面に「F」が表示されるまで周波数ボタ
ンを押し続けます。IntelliTrackを無効にするには、LCDディスプレイに「nF」が表示
されるまで周波数ボタンを押し続けます。

注意：IntelliTrack™モード使用中は、最適な信号取得と探索精度を得るために、受信機
を急激に振らずにゆっくりと、慎重に探索してください。

バッテリーレベル
バッテリー レベル ボタンを長押しすると、受信機のメーターにバッテリー レベルが表
示されます ( アルカリ電池のみ) 。
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周波数のチャート 

周波数 範囲 
信号 

“漏洩” 電気的干渉 
接地の
必要性 抵抗を克服 誘導 

低 ↑高 ↓低 ↑高 ↑高 ↓低 ↓低

高 ↓低 ↑高 ↓低 ↓低 ↑高 ↑高

低周波数帯域: 100Hz – 8 kHz 
• 長いケーブルに最適
•直接接続のみ
•長距離、低漏洩
•電気干渉を受けやすい

中周波数帯域: 8 kHz-65 kHz 
• ほとんどの配管やケーブルに適合
•直接接続と信号クランプ
•適度な距離、多少の漏れ

高周波数帯域: 65 kHz-500 kHz 
• 配管の追跡に最適
•直接接続、信号クランプ、誘導
•短距離、高ブリード
• 150kHzを超えると、「放送ラジオ」
サービスに干渉する可能性があります

SIMULTANEOUS 
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製品仕様
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規制と法令順守

FCC 
本装置はFCC規則パート15に準拠しています。操作には以下の2 つの条件が適用され
ます：(１)本装置は有害な干渉を引き起こしてはなりません。(２)本装置は、望ましく
ない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信したあらゆる干渉を受け入れな
ければなりません。

CE 
適合宣言書は、info@goodman-inc.co.jpまでメールでリクエストいただければご提供い
たします。

mailto:Support@TempoCom.com
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メンテナンス

送信機の電池交換方法 

受信機の電池交換方法 

1.本体の電源を切ります。
2.すべてのリード線を外します。
3.つまみネジを緩めます。
4.電池カバーを取り外します。
5.単一電池×6個を交換します
（極性表示を確認してください）。
6.電池カバーを下から上まで回して取り付けます。
7.つまみネジを指で締めます。

1.本体の電源を切ります。
2.プラスドライバー（#1）で電池カバーのネジを緩めます。
3.電池カバーを取り外します。
4.両面電池トレイを外します。
5.単3電池4本（上2本、下2本）を交換します。
6.電池トレイを元に戻します。
7.電池カバーを元に戻し、ネジを軽く締めます。
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機器の動作テスト

送信機 /  リード線テスト
1. リード線の端が挟まっていないことを確認しながら、送信機をオンにします。
信号電流メーターは1 を指しているはずです。それより高い数値を示している場合
は、内部回路に問題がある可能性があり、修理が必要です。

2. ワニ口クリップを使用してリード線を接続します。

信号電流メーターは最大値を示している必要があります。メーターが最大値を下
回っている場合は、電池を交換してください。メーターが1の場合、ワニ口クリップ
がリード線にしっかりと接続されていない可能性があります。. 

送信機+ 受信機テスト

1.送信機をデュアルモードに設定します。
2.受信機の電源を入れ、1.75kHzに設定します。
3.感度を中間に設定し、送信機に向けます。受信機から強いパルス音が聞こえる
はずです。
4.受信機を33kHzに設定し、手順3を繰り返します。受信機から強いパルス音が
聞こえるはずです。
5.送信機を誘導モードに設定します。
6.受信機を133kHzに設定し、送信機に近づけます。受信機から強いパルス音が
聞こえるはずです。



30 

フィールドテスト

1.少なくとも７ｍ以上の長さの電線を屋外の地面に敷設します。
2.電線の遠端の被覆を剥がし、その端をドライバーまたはアース棒に巻き付けま
す。この際、電線とアース棒が金属同士で接触していることを確認してください。
3.アース棒を土に打ち込みます。
4.ワニ口クリップを使用して、送信機のリード線の1本を近端の電線に接続します。
5.ワニ口クリップを使用して、送信機のもう一方のリード線を土に打ち込んだアー
ス棒に接続します。
6.地面が乾燥した状態の場合、アース棒の周りの土を濡らします。
7.送信機の電源を入れます。
8.ピークモードとナルモードの両方で回線を検査します。

信号は、1.75 kHz と 33 kHz の両方において、ケーブルに沿って伝わるはずです。
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